
 
平成２８年第５回(１２月)みなかみ町議会定例会請願文書表  

 
番  
号  

請  願   件   名  請  願  人  受 理 年 月 日  
請  願  趣   旨  紹   介   議   員  付 託 委 員 会  

 
請  
願  
第  
９  
号  
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「森林・林業基本計画」の推

進を求める意見書提出につい

ての請願  
 
 

沼田市鍛冶町３９２３－１  
関東地方森林労連  

利根沼田協議会  
執行委員長 中村 潤  

平成２８年１１月１４日  
   

産業観光常任委員会  
 

石坂 武 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【請願趣旨】  
 
 森林は、食料や水、木材・エネルギー等の供給や二酸化炭素の吸収など、国民の安

全・安心、国土・環境を守る重要な国民共通の財産である。  
 また、我が国の森林資源は、戦後造成された人工林を中心に本格的な利用期を迎え

ており、豊富な森林資源の循環利用を確立させ、森林の公益的機能の維持・増進を図

るとともに、林業・木材関連産業を振興させることが重要な課題である。  
 しかし、森林・林業・木材関連産業の現状は、長期にわたる経済低迷の影響により、

経営基盤が依然として脆弱であり、山村の疲弊も著しい状況にある。  
 こうした中、新たな「森林・林業基本計画」が、本年５月２４日に閣議決定された

が、この間講じられてきた路網整備、施業集約化、国産材の安定供給体制の構築等の

一層の推進はもとより、主伐後の確実な再造林、国産材需要拡大等の施策確立が重要

となっている。  
 よって、国におかれては、森林資源の循環利用の確立をはじめとする森林・林業施

策の推進、平成２９年度予算概算要求で計上された予算額の確保等について、具体的

進展が図られるよう、次の事項を早急に実施されるように強く要望する。  
 
【請願事項】  
 
１．「森林・林業基本計画」に掲げる施策の推進に向け、平成２９年度予算概算要求

で計上された予算額の確保を図ること。  
 また、地球温暖化防止森林吸収源対策については、安定財源の確保に係る新たな仕

組みとして検討されている「森林環境税（仮称）」の早期実現を図るとともに、「地

球温暖化対策のための税」を活用した木質バイオマスエネルギー等の利用に係る予算

の拡充、森林吸収源対策として措置された地方財政措置の拡充を図ること。  
 
２．森林資源の循環利用確立に向け、国の責務として確実な再造林を図るため、鳥獣

害対策も含めた公的補助の拡充を図ること。  
 あわせて、苗木の安定供給に向けた施策の拡充を図ること。  
 
３．林地の集約化、森林経営計画策定の促進に向け、市町村への林務担当職員の配置、

人材育成に向けた国の支援策を講じるとともに、国の職員による技術的な支援を行う

こと。  
 
４．地域材の安定供給体制の確立に向け、原木のとりまとめは、流域単位の川上から

川下等の関係者及び、官民連携による協議会方式を基本とし、安定供給、需要調整、

販売をコーディネイトする組織・人材の育成を図ること。  
 また、地域材利用促進については公共建築物の木造化、中高層建築物などへのＣＬ

Ｔの利用拡大等、これまでの対策を一層推進させるとともに、２０２０年東京オリン



ピック・パラリンピック関連施設への地域材の利用促進と、森林認証・認証材の普及

拡大に向けた施策を図ること。  
 
５．「山村振興法」の基本理念、附帯決議に基づき、山村地域において雇用拡大・改

善を行う企業に対する支援措置を講じる等の具体的施策の確立を図るとともに、地域

振興・地域林業確立の観点から、国等の発注する事業については、地域の事業体が優

先的・安定的に受注出来る発注方式に変更すること。  
 また、林業労働力の育成・確保に向けた施策の拡充、労働安全対策をはじめとする

就業条件改善に向けた対策の強化を図ること。  
 
６．条件不利地域など適正な森林整備が進まない森林については、水源林造成事業等

による公的森林整備の拡充を図るとともに、事業の長期的、安定的な実施に向けた体

制の確立を図ること。  
 また、経営意欲の低下した所有者の森林、不在村所有者森林など、林地集約の支障

となっている森林については、地方公共団体による公有林化の促進に向け、全額国費

による助成措置を講じる等、支援の強化を図ること。  
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「みなかみ町老人福祉センタ

ー」の継続使用に関する請願書  
みなかみ町後閑  
後閑区長 内田 稔  
みなかみ囲碁クラブ会長  
 真庭 宏  

平成２８年１１月１６日  
 

厚生常任委員会  
 
 小野章一  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【請願趣旨】  
 高齢者福祉が叫ばれて久しい今日、本町でも過疎と高齢化が著しく、高齢者の集

える施設の維持・継続が喫緊の課題であり、県でもこれらの施設の確保について指

摘している。幸いにも本町では老人福祉センターが合併後利用規模を縮小したが、

曲がりなりにも継続使用されている。  
 その内容は、老人クラブの活動拠点、ボランティア団体の作業場、文化活動団体

の発表・活動の場として２５団体年間延べ４０００人前後の人達に活用され喜ばれ

ている。  
 当老人センターは、町民誰でも利用出来、平屋で段差が無く移動にバリアフリー

性が高く、床も絨毯や畳でスリッパの必要が無く、老朽化はしているが身体障害者

や高齢者に優しい安全・快適な施設であり、これに代わる施設は町内に存在しない。 
 なお近い将来都市計画道路、真政悪戸線の開通が当センターまで予定され、新治

方面からの交通も便利になるほか、みなかみ町保健センターからも数分で往来でき

補完的役割も考えられる。  
 このように利用価値の高い、みなかみ老人センターを閉館することなく継続使用

出来るよう請願するものである。  
  
【請願事項】  
（１） 老人センターの維持管理予算を新年度以降も計上し、継続して使用可能に

していただきたい。  
（２） 施設の使用に不都合が生じた時は速やかに修理し、使用に耐えるよう改善

していただきたい。  
 
 

 

 


